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市政
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大
津
波
の
発
生
を
想
定
し
て

市政
トピックス

市
民
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催

　
10
月
25
日
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

重
要
施
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
、「
市

民
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
知
ろ
う
、

語
ろ
う
、
仙
台
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
住
民
基
本
台
帳
か

ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
方
３
千
人
の
う

ち
、
参
加
を
希
望
し
た
49
人
。
文
化
・

芸
術
や
東
西
線
沿
線
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
な
ど
八
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
市

職
員
か
ら
の
施
策
の
説
明
と
、
専
門
家

か
ら
の
問
題
提
起
な
ど
を
聞
い
た
上
で
、

参
加
者
同
士
で
施
策
の
評
価
や
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
報
告

書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。
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優
れ
た
技
能
と
長
年
の

功
績
を
た
た
え
て

―
技
能
功
労
者
表
彰

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
優
れ
た
技

能
で
市
民
の
生
活
を
支
え
、
仙
台
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
技
能

職
の
方
々
を
、
技
能
功
労
者
と
し
て
毎

年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
９
日
に
行
わ
れ
た
第
43
回
仙
台

市
技
能
功
労
者
表
彰
式
で
は
、
24
職
種

43
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰

さ
れ
た
方
の
お
名
前
は
、
次
の
と
お
り

で
す
（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

〔
印
刷
製
版
製
本
職
〕
内
海
良
雄
、
遠

藤
浩
二
、
渡
辺
茂
彦
〔
屋
外
広
告
美
術

職
〕
渡
辺
宏
一
、
田
村
文
明
〔
菓
子
製

造
職
〕
佐
藤
孝
子
、
菅
野
文
男
〔
ガ
ラ

ス
職
〕
山
田
勝
晴
、
鈴
木
富
延
〔
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
師
〕
柳
澤
常
治
〔
写
真
師
〕

近
江
庸
介
〔
寝
具
製
作
職
〕
菅
井
祥
之

〔
造
園
職
〕
佐
藤
俊
勝
、
鈴
木
剛
〔
大

復

へ
駆
け
る

　
地
下
鉄
東
西
線
、
い
よ
い
よ
開
業
！

復
興
へ
駆
け
る

仙
台
市
長
　
奥
山
恵
美
子

　
国
か
ら
鉄
道
事
業
の
許
可
を
取
得

し
た
の
が
平
成
15
年
９
月
。
ぐ
る
り

と
干え

と支
が
回
っ
て
丸
12
年
と
２
カ
月
、

い
よ
い
よ
地
下
鉄
東
西
線
が
開
業
の

時
を
迎
え
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

で
は
、
全
工
区
で
工
事
が
中
断
し
ま

し
た
が
、
幸
い
本
体
構
造
物
等
に
大

き
な
被
害
は
な
く
、
９
月
に
は
全
線

で
工
事
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
復
旧
・
復
興
事
業
と
の
同
時

進
行
で
資
機
材
や
技
術
者
が
不
足
す

る
中
、
工
法
の
変
更
等
に
よ
り
機
敏

に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
施
工
業
者
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
東
西
線
の
大
き
な
特
徴
は
、

高
低
差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ

と
。
東
北
大
学
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
る
青
葉
山
駅
と
広
瀬
川
橋
り

ょ
う
の
間
に
は
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル

の
高
低
差
が
あ
り
、
そ
の
急
勾
配
を

登
れ
る
の
は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
式
駆

動
車
両
だ
け
（
南
北
線
は
回
転
モ
ー

タ
ー
式
）。
モ
ー
タ
ー
が
平
ら
な
分
、

車
体
の
高
さ
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
東
西
線
の
ト
ン
ネ
ル
は
南
北

線
の
断
面
積
の
約
６
割
。
建
設
費
の

削
減
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
日
本
一
標
高
の
高
い
地
下
鉄
駅
・

八
木
山
動
物
公
園
駅
か
ら
26
分
、
東

の
起
点
・
荒
井
駅
は
、
震
災
の
大
津

波
を
食
い
止
め
た
東
部
道
路
に
隣
接

す
る
駅
で
す
。
駅
周
辺
で
は
土
地
区

画
整
理
事
業
が
進
み
、
復
興
公
営
住

宅
の
建
設
な
ど
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
住
宅
再
建
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　
か
つ
て
の
沿
岸
部
の
暮
ら
し
を
次

の
世
代
に
伝
え
、
津
波
の
脅
威
と
逃

げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
い
。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
荒
井
駅
上

部
に
は
、
１
階
に
沿
岸
地
域
へ
の
案

内
所
・
発
着
点
と
な
る
交
流
ス
ペ
ー

ス
、
２
階
に
は
震
災
の
記
憶
と
経
験

を
伝
え
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
等
を
整
備

し
ま
す
。
１
階
は
６
日
の
開
業
と
同

時
に
オ
ー
プ
ン
、
２
階
の
展
示
内
容

や
施
設
の
運
用
等
に
つ
い
て
は
、
現

在
地
元
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
進

め
て
お
り
、
全
体
の
オ
ー
プ
ン
は
２

月
上
旬
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
が
、
今
後

こ
の
地
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
と

っ
て
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
学

ぶ
と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と
の
再
建
に

向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
多
く
の
方
々

の
熱
い
思
い
に
触
れ
る
場
と
も
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

11月５日には「ビジネスプラン作
成講座」を開催。参加者一人一人
が起業の目標を発表したほか、起
業の流れなどについて学びました

　
　
　
―
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
　

均
、
小
笠
原
進
〔
和
裁
士
〕
佐
々
木
か

よ
子
〔
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
技
能
士
〕
森
春

雄
〔
水
産
加
工
〕
門
間
勝
光
〔
鮪
解
体
〕

金
野
豊
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起
業
家
の
た
め
の
交
流

拠
点
「
ア
シ
☆
ス
タ
交

流
サ
ロ
ン
」
を
開
設

津
波
避
難
の
た
め
の
屋
外

階
段
を
使
い
、
高
さ
11
メ

ー
ト
ル
の
岡
田
小
学
校
の

屋
上
に
避
難
す
る
地
域
の

皆
さ
ん
（
右
）。
屋
上
で
は

地
区
ご
と
に
避
難
人
数
を

確
認
し
ま
し
た
（
下
）
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南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
水
処
理
施
設
が
一
部

運
転
開
始

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
災
害
に
強
く
環
境
に
配
慮
し
た

新
し
い
処
理
場
を
目
指
し
、
復
旧
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
新
し

い
水
処
理
施
設
の
一
部
が
完
成
し
、
11

月
２
日
に
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
処

理
能
力
は
１
日
当
た
り
約
20
万
立
方
メ
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仙
台
駅
東
第
二
土
地
区

画
整
理
事
業
竣
工
（
し

ゅ
ん
こ
う
）式
典
を
開
催

　
昭
和
63
年
度
か
ら
市
が
主
体
と
な
っ

て
進
め
て
き
た
仙
台
駅
東
第
二
土
地
区

画
整
理
事
業
が
竣
工
し
、
10
月
30
日
に

竣
工
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
戦
災
を
免
れ
た
Ｊ
Ｒ
仙

台
駅
東
側
の
市
街
地
約
45
・
３
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
幹
線
道
路
や
宅
地
等
の
基
盤
を

　
市
で
は
、
11
月
５
日
の
「
津
波
防
災

の
日
」
に
先
立
っ
て
、
11
月
１
日
に
市

東
部
地
域
で
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
町
内
会
な
ど
地
域
の
方
々
を

は
じ
め
、
学
校
関
係
者
、
事
業
者
な
ど
、

約
１
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
最
大
震
度
6

強
の
地
震
が
発
生
し
、
仙
台
港
に
高
さ

７
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
到
達
す
る
と
い

う
想
定
で
実
施
。
午
前
８
時
33
分
に
屋

外
拡
声
装
置
や
消
防
署
・
区
役
所
の
広

報
車
、
携
帯
電
話
等
に
発
信
す
る
緊
急

速
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
大
津
波
警
報

の
発
表
が
伝
え
ら
れ
、
避
難
が
呼
び
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
一
つ
と
な
っ
た
岡
田
小
学
校

で
は
、
大
津
波
警
報
の
発
表
を
合
図
に
、

児
童
た
ち
が
一
斉
に
校
舎
屋
上
へ
避
難

を
開
始
。
ま
た
、
夜
間
等
で
学
校
が
施

錠
さ
れ
て
い
る
時
で
も
確
実
に
避
難
で

き
る
よ
う
設
置
さ
れ
た
津
波
避
難
の
た

め
の
屋
外
階
段
を
使
っ
て
、
近
隣
住
民

の
方
々
も
校
舎
屋
上
に
避
難
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
避
難
経
路
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

ー
ト
ル
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
全
処
理
能

力
の
約
半
分
に
当
た
り
ま
す
。

　
市
内
の
約
７
割
の
汚
水
を
処
理
し
て

い
る
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

後
も
残
り
の
工
事
を
進
め
、
平
成
28
年

４
月
に
は
、
新
水
処
理
施
設
全
体
の
運

転
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、「
日
本
一
起
業
し
や
す
い

ま
ち
」
を
目
指
し
、
起
業
家
同
士
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、

10
月
26
日
、
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ
（
ア

エ
ル
７
階
）
内
に
「
ア
シ
☆
ス
タ
交
流

サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
サ
ロ
ン
に
は
、
起
業
家
や
起
業
家
を

志
す
人
が
自
由
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
や
相
談
室
、
書
籍
コ
ー
ナ
ー
等
を
設

置
。
今
後
、
起
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
な
ど
を
開
催
し
、

起
業
に
向
け
た
意
欲
の
醸
成
と
、
起
業

家
同
士
の
交
流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

整
備
す
る
も
の
で
、
３
期
に
わ
た
り
進

め
ら
れ
て
き
た
仙
台
駅
東
地
域
の
最
後

の
区
画
整
理
事
業
で
す
。

　
式
典
に
は
行
政
機
関
や
近
隣
町
内
会

の
方
な
ど
約
１
２
０
人
が
出
席
。
奥
山

市
長
は
「
人
々
の
ぬ
く
も
り
が
加
わ
っ

て
、
本
当
の
街
が
完
成
す
る
。
歴
史
あ

る
駅
東
地
域
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
終

了
し
た
こ
の
日
を
、
新
た
な
出
発
点
と

し
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
出
席
者
と

と
も
に
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

奥山市長と榴岡小学校の児童の皆さん
が、竣工を祝うくす玉を割りました

「仙台をより魅力的な街に
するには」など、活発な意
見交換が行われました

工
職
〕
小
笠
原
明
、
西
宮
吉
朗
、
渡

正
二
、
荒
敏
信
〔
建
具
職
〕
早
坂
勉

〔
調
理
師
〕
笹
原
喜
八
、
桝
澤
明
、
井

澤
秀
浩
〔
電
気
工
事
職
〕
平
間
修
一
、

髙
橋
幸
二
〔
豆
腐
製
造
職
〕
相
沢
義

治
〔
塗
装
職
〕
髙
橋
淳
一
〔
と
び
職
〕

藤
田
勉
、永
沼
忠
雄〔
配
管
職
〕遠
藤
豊
、

高
瀬
新
太
郎
、
永
野
邦
明
、
壹
岐
広

〔
板
金
職
〕
秋
葉
伸
二
、
三
品
和
美

〔
表
具
職
〕
佐
藤
正
義
〔
美
容
師
〕
渡

部
一
雄
〔
理
容
師
〕
石
垣
和
則
、
八
木


